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1．四半期業績の概況の作成等に係る事項
 売上高又は売上に相当する事項の会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無 : 有・無

2. 平成15年12月期第１－３四半期業績の概況（平成15年 1月 1日 ～ 平成15年 9月30日）

(1) 売上高又は売上高に相当する事項等

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

円     銭 円     銭
 36 11  -
 2 12  -
13 92  -

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示す。

(2) 当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

［財政状態（連結）の変動状況］
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［連結キャッシュ・フローの状況］
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  平成１5年9月末の総資産については、平成14年12月末比749億円減少の8,896億円となりました。これは主として、12月末に
おける金融機関休業による決済のずれ込み等の要因により売掛金、未払揮発油税等の残高が減少した事によるものです。ま
た、 株主資本は配当金の支払と当期純利益等が相殺し、平成14年12月末比5億円増の2,171億円となりました。
平成15年第1-3四半期のキャッシュ・フローについて、営業活動によるキャッシュ・フローが184億円、投資活動によるキャッ
シュ・フローが16億円、財務活動によるキャッシュ・フローが△211億円となりました。主な要因は次の通りです。
  営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前純利益および減価償却の資金増加要因が、未払揮発油税等の減少な
どの資金減少要因を上回ったことによります｡ 未払揮発油税等の減少は、昨年12月末の決済が金融機関休業のため年初にず
れ込んだのに対し、9月末には決済が行われたためです。投資活動によるキャッシュ・フローは、主に遊休資産や投資有価証
券の売却等による収入が、設備の改造・効率化のための設備投資による支出を上回ったためです。財務活動によるキャッシュ・
フローは、主として配当金の支払によるものです。
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   純利益は前年同期比201億円増加の214億円となりました。この中には35億円の営業外損益、日本ポリケム株の売却や遊休
資産の売却に伴う40億円の特別損益が含まれています。
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  第1～3四半期の連結売上高はガソリン、灯油等の販売数量の増加、並びに原油価格の高騰に伴う製品価格の上昇により、
前期比15%増の1兆5,817億円となりました。また、連結営業利益は次の要因により、前年同期比、344億円増加の275億円となり
ました。①石油製品部門では、ガソリン、灯油を中心とした販売数量の増加（4.1%）および灯油、軽油を中心とした製品マージン
を改善しました。②石油化学製品部門では、パラキシレンの好市況により約90億円の営業利益の増加となりました。③統合情
報システム導入による事業効率の向上、業務簡素化並びに人員合理化効果等により約40億円の経費削減をしました。
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3.  平成15年12月期の連結業績予想（平成15年1月1日～平成15年12月31日）

（参考）平成15年12月期の個別業績予想（平成15年1月1日～平成15年12月31日）

平成15年12月期の個別業績予想は、上記の連結業績予想と同様に本年8月22日に発表した内容に変更はありません。

  かねてより記載している業績予想は、現時点における情報に基づき当社の経営者が判断したものであり、リスクや不確実性を

含んでいます。従いまして、これらの業績見通しのみに全面的に依存した投資判断はお控え下さいますようお願いいたします。

当社グループの業績は、石油・石油化学事業を中心とした経済情勢や市場動向並びに為替レートの変動等の要因により

予想とは異なる結果となる可能性がある事をお含み置き下さいますよう重ねてお願い申し上げます。

  平成15年12月期の業績予想は、本年8月22日に発表した内容に変更はありません。
但し、業績予想に変更がない場合でも、収益に影響を与える個々の要素は変動する可能性があります。今回、収支を見直した結果、8
月の予想に比べ、石油製品のマージンは幾分低めに、石油化学部門のマージンを高めに見直しています。 8月時点でゼロと見込んだ
在庫評価益は、12月末時点で一定の計上を見込んでいます。また、特別損益は遊休資産の売却により、8月予想時に比べ、下方に見
込んでいます。


